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○
保
険
業
法
施
行
規
則
（
平
成
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
） 

改 
 
 

正 
 
 

案 

現 

行
（
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日
現
在
） 

（
銀
行
等
が
生
命
保
険
募
集
人
と
し
て
保
険
募
集
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
場
合
）

第
二
百
十
二
条 
（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

（
銀
行
等
が
生
命
保
険
募
集
人
と
し
て
保
険
募
集
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
場
合
） 

第
二
百
十
二
条 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

こ
の
条
に
お
い
て
特
例
地
域
金
融
機
関
と
は
、
そ
の
営
業
地
域
が
特
定
の
都

道
府
県
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関
で
あ

っ
て
、
当
該
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
当
該
金
融
機
関

の
融
資
先
従
業
員
等
（
当
該
金
融
機
関
が
事
業
を
行
う
個
人
又
は
法
人
若
し
く

は
そ
の
代
表
者
に
対
し
当
該
事
業
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
る
場

合
に
お
け
る
当
該
個
人
若
し
く
は
法
人
が
常
時
使
用
す
る
従
業
員
又
は
当
該
法

人
の
役
員
（
代
表
者
を
除
く
。
）
を
い
う
。
次
条
第
四
項
、
第
二
百
十
二
条
の

四
第
四
項
及
び
第
二
百
十
二
条
の
五
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
保
険
契
約

者
と
し
て
第
一
項
第
四
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
（
こ
れ
に
相
当
す

る
内
容
の
保
険
特
約
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
締
結
の
代
理
又
は

媒
介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
保
険
金
そ

の
他
の
給
付
金
の
額
（
第
七
十
四
条
第
一
号
イ
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
保
険
契

約
（
第
八
十
三
条
第
一
号
ロ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
百
五

十
三
条
第
一
号
イ
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
に
該
当
す
る
保
険
契
約
の

う
ち
、
保
険
会
社
が
一
定
の
額
の
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
支
払
の
保
証
を

す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
証
を
す
る
額
と
し
、
当
該
支
払
の
保
証
を
し

４ 

こ
の
条
に
お
い
て
特
例
地
域
金
融
機
関
と
は
、
そ
の
営
業
地
域
が
特
定
の
都

道
府
県
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関
で
あ

っ
て
、
当
該
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
当
該
金
融
機
関

の
融
資
先
従
業
員
等
（
当
該
金
融
機
関
が
事
業
を
行
う
個
人
又
は
法
人
若
し
く

は
そ
の
代
表
者
に
対
し
当
該
事
業
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
る
場

合
に
お
け
る
当
該
個
人
若
し
く
は
法
人
が
常
時
使
用
す
る
従
業
員
又
は
当
該
法

人
の
役
員
（
代
表
者
を
除
く
。
）
を
い
う
。
次
条
第
四
項
、
第
二
百
十
二
条
の

四
第
四
項
及
び
第
二
百
十
二
条
の
五
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
保
険
契
約

者
と
し
て
第
一
項
第
四
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
（
こ
れ
に
相
当
す

る
内
容
の
保
険
特
約
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
締
結
の
代
理
又
は

媒
介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
（
第
七
十
四
条

第
一
号
イ
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
（
第
八
十
三
条
第
一
号
ロ
及
び
ニ

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
百
五
十
三
条
第
一
号
イ
及
び
第
三
号
に
掲

げ
る
保
険
契
約
に
該
当
す
る
保
険
契
約
の
う
ち
、
保
険
会
社
が
一
定
の
額
の
保

険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
支
払
の
保
証
を
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
証

を
す
る
額
と
し
、
当
該
支
払
の
保
証
を
し
な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
険
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な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
険
契
約
に
基
づ
き
払
い
込
ま
れ
る
保
険
料
の

総
額
と
す
る
。
次
項
、
次
条
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
二
百
十
二
条
の
四
第
四

項
並
び
に
第
二
百
十
二
条
の
五
第
四
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
合

計
が
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
ま
で
を
限
り
、
保
険
募
集
を
行
う
旨
の
定
め
を

第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。 

一 

人
の
生
存
又
は
死
亡
に
関
し
、
一
定
額
の
保
険
金
を
支
払
う
こ
と
を
約
し

、
保
険
料
を
収
受
す
る
保
険
（
傷
害
を
受
け
た
こ
と
を
直
接
の
原
因
と
す
る

人
の
死
亡
の
み
に
係
る
も
の
を
除
く
。
） 

千
万
円 

二 

次
に
掲
げ
る
事
由
に
関
し
、
一
定
額
の
保
険
金
を
支
払
う
こ
と
又
は
こ
れ

ら
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
の
あ
る
当
該
人
の
損
害
を
て
ん
補
す
る
こ
と
を
約

し
、
保
険
料
を
収
受
す
る
保
険
の
う
ち
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
も
の 

金
融

庁
長
官
が
定
め
る
金
額 

イ 

人
が
疾
病
に
か
か
っ
た
こ
と
。 

ロ 

疾
病
に
か
か
っ
た
こ
と
を
原
因
と
す
る
人
の
状
態
（
重
度
の
障
害
に
該

当
す
る
状
態
を
除
く
。
） 

ハ 

第
四
条
各
号
に
掲
げ
る
事
由 

ニ 

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
関
し
、
治
療
（
治
療
に
類
す
る
行
為

と
し
て
第
五
条
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
を
受
け
た
こ
と
。 

 
契
約
に
基
づ
き
払
い
込
ま
れ
る
保
険
料
の
総
額
と
す
る
。
次
項
、
次
条
第
四
項

及
び
第
五
項
、
第
二
百
十
二
条
の
四
第
四
項
並
び
に
第
二
百
十
二
条
の
五
第
四

項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
合
計
が
千
万
円
ま
で
を
限
り
、
保
険
募

集
を
行
う
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
て
い
る
も

の
を
い
う
。 

一 

人
の
生
存
又
は
死
亡
に
関
し
、
一
定
額
の
保
険
金
を
支
払
う
こ
と
を
約
し

、
保
険
料
を
収
受
す
る
保
険
（
傷
害
を
受
け
た
こ
と
を
直
接
の
原
因
と
す
る

人
の
死
亡
の
み
に
係
る
も
の
を
除
く
。
） 

二 

次
に
掲
げ
る
事
由
に
関
し
、
一
定
額
の
保
険
金
を
支
払
う
こ
と
又
は
こ
れ

ら
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
の
あ
る
当
該
人
の
損
害
を
て
ん
補
す
る
こ
と
を
約

し
、
保
険
料
を
収
受
す
る
保
険 

 

イ 

人
が
疾
病
に
か
か
っ
た
こ
と
。 

ロ 

疾
病
に
か
か
っ
た
こ
と
を
原
因
と
す
る
人
の
状
態
（
重
度
の
障
害
に
該

当
す
る
状
態
を
除
く
。
） 

ハ 

第
四
条
各
号
に
掲
げ
る
事
由 

ニ 

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
関
し
、
治
療
（
治
療
に
類
す
る
行
為

と
し
て
第
五
条
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
を
受
け
た
こ
と
。 

５ 

生
命
保
険
募
集
人
で
あ
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機

関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲

げ
る
者
に
該
当
す
る
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
を
保
険
契

約
者
と
し
て
第
一
項
第
四
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理

５ 
生
命
保
険
募
集
人
で
あ
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機

関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲

げ
る
者
に
該
当
す
る
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
を
保
険
契

約
者
と
し
て
第
一
項
第
四
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
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又
は
媒
介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
保
険

金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の
合
計
が
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
ま
で
を
限
り
、

保
険
募
集
を
行
う
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

（
略
） 

又
は
媒
介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の

合
計
が
千
万
円
ま
で
を
限
り
、
保
険
募
集
を
行
う
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号

に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

６ 

（
略
） 

（
銀
行
等
が
損
害
保
険
代
理
店
と
し
て
保
険
募
集
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
場
合
）

第
二
百
十
二
条
の
二 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

（
銀
行
等
が
損
害
保
険
代
理
店
と
し
て
保
険
募
集
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
場
合
） 

第
二
百
十
二
条
の
二 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

こ
の
条
に
お
い
て
特
例
地
域
金
融
機
関
と
は
、
そ
の
営
業
地
域
が
特
定
の
都

道
府
県
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関
で
あ

っ
て
、
当
該
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
当
該
金
融
機
関

の
融
資
先
従
業
員
等
を
保
険
契
約
者
と
し
て
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
保
険
契

約
（
こ
れ
に
相
当
す
る
内
容
の
保
険
特
約
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲

げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
保
険
金
そ
の
他
の

給
付
金
の
額
の
合
計
が
同
号
に
定
め
る
金
額
ま
で
を
限
り
、
保
険
募
集
を
行
う

旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
て
い
る
も
の
を
い
う

。 
４ 

こ
の
条
に
お
い
て
特
例
地
域
金
融
機
関
と
は
、
そ
の
営
業
地
域
が
特
定
の
都

道
府
県
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関
で
あ

っ
て
、
当
該
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
当
該
金
融
機
関

の
融
資
先
従
業
員
等
を
保
険
契
約
者
と
し
て
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
保
険
契

約
（
こ
れ
に
相
当
す
る
内
容
の
保
険
特
約
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲

げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
保
険
金
そ
の
他
の

給
付
金
の
額
の
合
計
が
千
万
円
ま
で
を
限
り
、
保
険
募
集
を
行
う
旨
の
定
め
を

第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。 

５ 

損
害
保
険
代
理
店
で
あ
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機

関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲

げ
る
者
に
該
当
す
る
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
を
保
険
契

約
者
と
し
て
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を

５ 
損
害
保
険
代
理
店
で
あ
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機

関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲

げ
る
者
に
該
当
す
る
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
を
保
険
契

約
者
と
し
て
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
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行
う
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
当

該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の
合
計
が
同
号

に
定
め
る
金
額
ま
で
を
限
り
、
保
険
募
集
を
行
う
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号

に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

行
う
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
当

該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の
合
計
が
千
万

円
ま
で
を
限
り
、
保
険
募
集
を
行
う
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る

指
針
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

（
略
） 

６ 

（
略
） 

（
銀
行
等
が
少
額
短
期
保
険
募
集
人
と
し
て
保
険
募
集
を
行
う
こ
と
の
で
き
る

場
合
）  

第
二
百
十
二
条
の
四 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

（
銀
行
等
が
少
額
短
期
保
険
募
集
人
と
し
て
保
険
募
集
を
行
う
こ
と
の
で
き
る

場
合
）  

第
二
百
十
二
条
の
四 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

こ
の
条
に
お
い
て
特
例
地
域
金
融
機
関
と
は
、
そ
の
営
業
地
域
が
特
定
の
都

道
府
県
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関
で
あ

っ
て
、
当
該
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
当
該
金
融
機
関

の
融
資
先
従
業
員
等
を
保
険
契
約
者
と
し
て
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契

約
（
こ
れ
に
相
当
す
る
内
容
の
保
険
特
約
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百
十
二
条
第
四
項
各

号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の
合
計
が
当
該
各

号
に
定
め
る
金
額
ま
で
を
限
り
、
保
険
募
集
を
行
う
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二

号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。 

４ 

こ
の
条
に
お
い
て
特
例
地
域
金
融
機
関
と
は
、
そ
の
営
業
地
域
が
特
定
の
都

道
府
県
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関
で
あ

っ
て
、
当
該
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
当
該
金
融
機
関

の
融
資
先
従
業
員
等
を
保
険
契
約
者
と
し
て
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契

約
（
こ
れ
に
相
当
す
る
内
容
の
保
険
特
約
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
締
結
の
代
理
又
は
媒
介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百
十
二
条
第
四
項
各

号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
保
険
金
そ

の
他
の
給
付
金
の
額
の
合
計
が
千
万
円
ま
で
を
限
り
、
保
険
募
集
を
行
う
旨
の

定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。 

５ 

少
額
短
期
保
険
募
集
人
で
あ
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
当
該
協
同
組
織
金

融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で

に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
を
保

５ 
少
額
短
期
保
険
募
集
人
で
あ
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
当
該
協
同
組
織
金

融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で

に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
を
保
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険
契
約
者
と
し
て
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒

介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百
十
二
条
第
四
項
第
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当

た
り
の
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の
合
計
が
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
ま

で
を
限
り
、
保
険
募
集
を
行
う
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針

に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

険
契
約
者
と
し
て
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
代
理
又
は
媒

介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百
十
二
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ

い
て
は
、
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の

合
計
が
千
万
円
ま
で
を
限
り
、
保
険
募
集
を
行
う
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号

に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

（
略
） 

６ 

（
略
） 

（
銀
行
等
が
保
険
仲
立
人
と
し
て
保
険
募
集
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
場
合
）  

第
二
百
十
二
条
の
五 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

（
銀
行
等
が
保
険
仲
立
人
と
し
て
保
険
募
集
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
場
合
）  

第
二
百
十
二
条
の
五 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

こ
の
条
に
お
い
て
特
例
地
域
金
融
機
関
と
は
、
そ
の
営
業
地
域
が
特
定
の
都

道
府
県
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関
で
あ

っ
て
、
当
該
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
当
該
金
融
機
関

の
融
資
先
従
業
員
等
を
保
険
契
約
者
と
し
て
第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
四
号
若

し
く
は
第
六
号
、
第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
八
号
又
は
前
条
第
一
項
第
六

号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
（
こ
れ
に
相
当
す
る
内
容
の
保
険
特
約
を
含
む
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
締
結
の
媒
介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百
十
二
条

第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の
合
計

が
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
ま
で
を
限
り
、
保
険
契
約
の
締
結
の
媒
介
を
行
う

旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
て
い
る
も
の
を
い
う

。 

４ 

こ
の
条
に
お
い
て
特
例
地
域
金
融
機
関
と
は
、
そ
の
営
業
地
域
が
特
定
の
都

道
府
県
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
融
機
関
で
あ

っ
て
、
当
該
金
融
機
関
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
当
該
金
融
機
関

の
融
資
先
従
業
員
等
を
保
険
契
約
者
と
し
て
第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
四
号
若

し
く
は
第
六
号
、
第
二
百
十
二
条
の
二
第
一
項
第
八
号
又
は
前
条
第
一
項
第
六

号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
（
こ
れ
に
相
当
す
る
内
容
の
保
険
特
約
を
含
む
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
締
結
の
媒
介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百
十
二
条

第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
保
険
契
約
者
一
人

当
た
り
の
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の
合
計
が
千
万
円
ま
で
を
限
り
、
保

険
契
約
の
締
結
の
媒
介
を
行
う
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針

に
記
載
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。 
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５ 
保
険
仲
立
人
で
あ
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
又

は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る

者
に
該
当
す
る
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
を
保
険
契
約
者

と
し
て
第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
二
百
十
二
条
の

二
第
一
項
第
八
号
又
は
前
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
媒

介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百
十
二
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た

り
の
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
額
の
合
計
が
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
ま
で

を
限
り
、
保
険
契
約
の
締
結
の
媒
介
を
行
う
旨
の
定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規

定
す
る
指
針
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

保
険
仲
立
人
で
あ
る
協
同
組
織
金
融
機
関
は
、
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
又

は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
が
、
第
三
項
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る

者
に
該
当
す
る
当
該
協
同
組
織
金
融
機
関
の
会
員
又
は
組
合
員
を
保
険
契
約
者

と
し
て
第
二
百
十
二
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
二
百
十
二
条
の

二
第
一
項
第
八
号
又
は
前
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
保
険
契
約
の
締
結
の
媒

介
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百
十
二
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
保
険
契
約
者
一
人
当
た
り
の
保
険
金
そ
の
他
の
給
付

金
の
額
の
合
計
が
千
万
円
ま
で
を
限
り
、
保
険
契
約
の
締
結
の
媒
介
を
行
う
旨

の
定
め
を
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
指
針
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

（
略
） 

６ 

（
略
） 

 



○
金
融
庁
告
示
第

号

保
険
業
法
施
行
規
則
（
平
成
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）
第
二
百
十
二
条
第
四
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
金
融
庁
長
官
が

定
め
る
保
険
及
び
金
額
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月

日

金
融
庁
長
官

佐
藤

隆
文

保
険
業
法
施
行
規
則
第
二
百
十
二
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
保
険
は
、
次
の
表
の
中
欄
に
掲
げ

る
と
お
り
と
し
、
同
号
に
規
定
す
る
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
金
額
は
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
保
険
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
金
額
と
す
る
。

項

保

険

金

額

一

医
師
に
よ
り
人
が
疾
病
に
か
か
っ
た
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
（
四

当
該
保
険
事
故
の
う
ち
の
一
の
保
険
事
故
の
発
生
に

の
項
に
お
い
て
「
疾
病
診
断
」
と
い
う
。
）
又
は
人
が
保
険
約

つ
き
百
万
円
（
診
断
等
給
付
金
で
あ
っ
て
そ
の
支
払

款
所
定
の
介
護
を
要
す
る
状
態
に
な
っ
た
こ
と
（
四
の
項
に
お

に
よ
り
死
亡
給
付
金
の
全
額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
と

い
て
「
要
介
護
」
と
い
う
。
）
を
保
険
事
故
と
す
る
保
険
（
四

さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
死
亡
給
付



の
項
に
掲
げ
る
も
の
及
び
当
該
保
険
に
係
る
保
険
金
そ
の
他
の

金
の
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。
）

給
付
金
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
診
断
等
給
付
金
」
と
い
う

。
）
の
支
払
に
よ
り
、
当
該
人
の
死
亡
を
保
険
事
故
と
す
る
保

険
に
係
る
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
死
亡
給
付
金
」
と
い
う
。
）
の
額
の
全
額
が
減
額
さ
れ
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
（
死
亡
給
付
金
の
額
が
診
断
等
給
付
金

の
額
を
下
回
ら
な
い
も
の
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）

二
人
が
入
院
し
た
こ
と
を
保
険
事
故
と
す
る
保
険

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
保
険
の
区
分
に
応
じ
、
保

険
事
故
に
係
る
入
院
一
日
に
つ
き
当
該
イ
又
は
ロ
に

定
め
る
金
額
。
た
だ
し
、
同
一
の
保
険
が
当
該
イ
及

び
ロ
に
掲
げ
る
保
険
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き

は
、
当
該
イ
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
支
払
う
こ
と

を
約
し
た
金
額
と
当
該
ロ
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て



支
払
う
こ
と
を
約
し
た
金
額
と
の
合
計
額
は
、
一
万

円
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

イ

保
険
事
故
に
係
る
入
院
が
特
定
の
疾
病
の
治
療

の
た
め
の
入
院
に
限
ら
れ
る
保
険

一
万
円

ロ

イ
以
外
の
保
険

五
千
円

三
人
が
手
術
（
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
保
険
の
区
分
に
応
じ
、
一

六
十
三
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
評
価
療
養
に
該
当
す
る

の
保
険
事
故
の
発
生
に
つ
き
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め

も
の
を
除
く
。
）
を
受
け
た
こ
と
を
保
険
事
故
と
す
る
保
険

る
金
額
。
た
だ
し
、
同
一
の
保
険
が
当
該
イ
及
び
ロ

に
掲
げ
る
保
険
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
は
、

当
該
イ
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
支
払
う
こ
と
を
約

し
た
金
額
と
当
該
ロ
に
掲
げ
る
保
険
に
つ
い
て
支
払

う
こ
と
を
約
し
た
金
額
と
の
合
計
額
は
、
四
十
万
円

を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。



イ

保
険
事
故
に
係
る
手
術
が
特
定
の
疾
病
の
治
療

の
た
め
の
手
術
に
限
ら
れ
る
保
険

四
十
万
円

ロ

イ
以
外
の
保
険

二
十
万
円

四

疾
病
診
断
又
は
要
介
護
を
保
険
事
故
と
し
、
か
つ
、
当
該
保
険

当
該
保
険
に
係
る
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
支
払

事
故
が
発
生
し
た
後
の
保
険
約
款
所
定
の
時
期
に
お
け
る
被
保

の
期
間
一
月
に
つ
き
合
計
五
万
円
（
一
月
を
超
え
る

険
者
の
生
存
を
保
険
事
故
と
す
る
保
険

期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
保
険
金
そ
の
他
の
給
付
金

に
あ
っ
て
は
、
一
月
当
た
り
の
額
に
換
算
す
る
も
の

と
す
る
。
）

備
考

こ
の
表
に
お
い
て
「
特
定
の
疾
病
」
と
は
、
悪
性
新
生
物
、
心
臓
疾
患
及
び
脳
血
管
疾
患
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
の
疾

病
を
含
む
十
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
数
の
疾
病
で
あ
っ
て
、
保
険
会
社
（
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二

条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険
会
社
を
い
う
。
）
、
外
国
保
険
会
社
等
（
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
外
国
保
険
会
社
等
を
い

う
。
）
又
は
少
額
短
期
保
険
業
者
（
同
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
少
額
短
期
保
険
業
者
を
い
う
。
）
が
保
険
約
款
に
定
め



て
い
る
も
の
と
す
る
。


